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真
夏
の
日
差
し
の
中
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

や
ク
レ
ー
ン
車
な
ど
の
大
型
重
機
が
工
区

内
を
活
発
に
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。
２
０

１
８
年
に
厚
木
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
東
側
で

始
ま
っ
た
、
新
庁
舎
を
含
む
複
合
施
設
の

建
設
計
画
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交

換
会
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
基
本
計
画
・
設
計
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
昨
年
8
月
か
ら
、
周
辺
道
路
の

整
備
や
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
の
切
り

替
え
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
解
体

な
ど
に
取
り
か
か
り
、
9
月
か
ら
本
体
建

設
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

　

施
設
は
、
市
庁
舎
や
図
書
館
、（
仮
称
）

未
来
館
、
消
防
本
部
、
国
・
県
の
行
政
機

関
を
一
つ
の
建
物
に
複
合
化
。
新
た
な
ま

ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
や
す
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

せ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

《
４
・
５
面
に
関
連
記
事
》

問
市
街
地
整
備
課
☎
225
–
2
4
7
0

複
合
施
設

　
本
体
建
設
工
事
始
ま
る

複合施設建設スケジュール

2018年9月 基本構想策定

  20年1月 基本計画策定

  22年9月 基本設計完了

  23年8月 準備工事着工

  24年8月 実施設計完了

  24年9月 本体建設工事着工

  27年5月 本体工事完了（予定）
※供用開始は27年度中を予定

   
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幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
は
、
基
礎
的
な

知
識
や
思
考
力
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に

付
け
る
教
育
施
設
で
す
。
各
園
で
は
方
針
に

沿
っ
た
特
色
あ
る
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
入
園
児
の
願

書
の
受
け
付
け
は
11
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

（
左
欄
参
照
）。
同
日
か
ら
一
次
申
し
込
み
が

始
ま
る
保
育
所
な
ど
と
合
わ
せ
、
家
庭
に

合
っ
た
園
を
選
べ
ま
す
。

就
学
に
向
け
た
学
び
の
場

　
市
内
に
あ
る
17
の
園
で
は
、
集
団
生
活
を

送
る
た
め
の
基
本
的
な
幼
児
教
育
に
加
え
、

自
然
と
の
触
れ
合
い
や
体
操
、
サ
ッ
カ
ー
教

室
な
ど
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
９
時
か
ら
14
時
ま
で
の
教
育
時

間
前
後
に
は
預
か
り
保
育
を
実
施
。
共
働
き

の
家
庭
で
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

９
・
10
月
に
は
入
園
説
明
会
や
見
学
会
が
あ

り
、
各
園
の
取
り
組
み
や
雰
囲
気
な
ど
を
確

認
し
て
申
し
込
め
ま
す
。

通
園
支
援
も
充
実

　
市
で
は
、
通
園
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

出
勤
前
に
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
幼
稚
園
送

迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
。
幼
稚
園
が

開
く
前
に
子
ど
も
た
ち
を
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ

の
託
児
室
で
預
か
り
、
各
園
へ
送
迎
し
ま
す

（
右
下
欄
参
照
）。
他
に
も
保
育
料
の
無
償
化

や
預
か
り
保
育
料
の
一
部
給
付
な
ど
、
経
済

的
な
支
援
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
は
教
育・保
育
施
設
の
人
材
確
保
を
支
援
。

幼
稚
園
教
諭
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
で
は

幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
雇
用
に
係
る
費
用
を
一

部
補
助
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
保
育
所
な
ど

で
働
く
保
育
士
に
は
、
今
年
度
か
ら
は
手
当

の
額
を
増
や
し
て
給
付
。
こ
れ
ま
で
対
象
外

だ
っ
た
非
常
勤
保
育
士
の
一
部
に
も
給
付
し
、�

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
て
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
育
成
課
☎
225-

２
２
６
２

11
月
１
日
か
ら
４
月
入
園
の
願
書
受
け
付
け
開
始

　
市
内
に
は
17
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
が
あ
り
、
特
色
あ
る
教
育
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
で
も
園
に
通

わ
せ
や
す
い
よ
う
、
預
か
り
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
11
月
１
日
か
ら
は
入
園
の
た
め
の
願
書
の
受
け
付
け
が

始
ま
り
ま
す
。
家
庭
に
合
っ
た
施
設
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Zoom Up

幼
稚
園
で
楽
し
く
学
ぶ

幼稚園でごっこ遊びを楽しむ子どもたち

通園をサポート

　子どもの託児と幼稚園への送迎を兼ねたサービスです。朝・
夕のいずれかや月１回など自由に利用できます。

　市内各保育施設の現役保育士が、園の
特色を紹介しながら就職のアドバイスを
します。� 問保育課☎225-2768 　子どもの心に寄り添いながら関わる方法

を学べます。

《場所》アミューあつぎ
《利用時間》�預け＝７時15分～８時15分� �

迎え＝18時30分～19時30分
《費用》片道100円。� 申直接、幼稚園へ。

幼稚園
送迎ステーション

子どもの心を支えるためのヒント子どもの心を支えるためのヒント

問こども育成課☎225-2262
詳細はこちら

詳細は
こちら

託児室「わたぐも」

《日時》9月26日　18時～19時15分
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《対象》子どもの学校生活に心配事がある保護者など30人

日時　9月28日　13～16時
場所　あつぎ市民交流プラザ
対象　�市内の保育施設に就職を希望する

方・興味のある方（託児あり。1歳
～小学3年生3人） 申9月1日から青少年教育相談センター☎225-2520へ。先着順。

申不要。
託児を希望する場
合は9月12日までに
電話で保育課へ。
先着順。

保護者
セミナー

参加者
募集 保育のしごと
就職フェア

原　知美さん（42・寿町）
　次女が市内の幼稚園に通って
います。申し込み前に見学会に
参加した時、自然の中で園児た

仕事をしながら
� 通わせられる

ちが楽しそうに過ごしている姿を見て、通わせた
いと思いました。幼稚園は自宅から離れています
が、送迎ステーションを利用して、私も働きなが
ら通わせられています。ステーションの先生が、
その日幼稚園であった出来事や連絡事項も伝え
てくれるので、安心して預けられています。

《対象》３歳～就学前の子ども
《教育時間》９～14時
《預かり保育》�７時30分～９時、14～19時� �

※時間は園により異なる
《保育料》無料（給食・教材費などは別途）

幼稚園の概要

《対象》�３歳～就学前の子どもが
いる保護者

※�願書や募集要項は各園で配布。配布開始日や
時間、説明会の詳細は各園へ。

　願書や入園案内などは10月15日
以降に各幼稚園で配布します。

詳細はこちら

４月入園の願書を配布



３ 2024（令和６）年９月１日

　外出機会の増加などにより救急件数が過去最多になる一方、軽い症状や
けがなどで救急車を使う人も多く、必要な時に利用できない事態が起きて
います。救える命を守るため、救急車の使い方を見直しましょう。

救急車の正しい利用を
9月9日は救急の日

Zoom Up

　
昨
年
、
市
内
で
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

１
万
３
７
０
９
件
で
過
去
最
多
を
記
録
し
ま

し
た
（
左
欄
参
照
）。
感
染
症
の
規
制
緩
和

に
よ
る
外
出
機
会
の
増
加
や
、
夏
の
厳
し
い

暑
さ
で
熱
中
症
な
ど
の
通
報
も
多
く
、
現
場

は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は

「
ス
ラ
イ
サ
ー
で
指
を
切
っ
た
」「
こ
た
つ
に

膝
を
ぶ
つ
け
た
」「
自
宅
ま
で
送
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
緊
急
性
の
低
い
要
請
も
多
く
、
出

動
す
る
も
搬
送
し
な
か
っ
た
事
例
は
昨
年

度
、
１
８
１
０
件
に
上
り
ま
し
た
。

救
え
る
命
を
守
る
た
め
に

　
市
内
で
は
現
在
９
台
の
救
急
車
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
通
報
を
受
け
る
と
現
場
に
最
も

近
い
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
が
、
要
請
が
重

な
る
と
遠
方
の
部
隊
が
現
場
に
向
か
う
た

め
、
到
着
に
時
間
が
か
か
る
他
、
迅
速
な
対

応
が
で
き
な
い
事
態
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

救
急
救
命
課
の
小
川
貴
司
小
隊
長
（
46
）
は

「
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
の
救
命
処
置
は
一

刻
を
争
う
。
救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
な
の

で
、
救
え
る
命
を
守
る
た
め
に
は
適
正
な
利

用
が
重
要
」
と
訴
え
ま
す
。

　
市
は
、
24
時
間
体
制
で
医
師
や
保
健
師
な

ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
る
「
あ
つ
ぎ
健

康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
時
に
は
、
ダ
イ
ヤ

ル
の
活
用
や
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。「
意
識
や
呼
吸
が
な
い
」「
激
し
い

頭
痛
や
胸
痛
・
背
部
痛
」「
大
出
血
」「
け
い

れ
ん
が
続
く
」
な
ど
、
明
ら
か
に
様
子
が
お

か
し
い
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
市
で
は
、
救
急
要
請
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
４
月
に
日
勤
救
急
隊
を
創
設
し
、
救

急
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
て
の
知
識
や
技
術

が
習
得
で
き
る
救
急
救
命
講
習
会
を
定
期
的

に
開
催
（
左
下
欄
参
照
）。
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
を
救
急
隊
員

が
伝
え
て
い
ま
す
。
通
報
か
ら
救
急
車
到
着

ま
で
の
時
間
は
約
10
分
。
そ
の
間
の
応
急
手

当
て
で
救
命
率
は
上
が
る
た
め
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
方
の
勇
気
あ
る
行
動
が
命
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
救
急
車
の

正
し
い
使
い
方
や
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動

を
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
救
急
救
命
課
☎
223-

９
３
６
５

　イベントや講習会で、救急車の適正利
用や心肺蘇生の方法などを学んでみませ
んか。� 問救急救命課☎223-9365

福祉福祉ののしごとしごと
フェアフェア

《日時》
9月7日　9～14時
《場所》
アツギトレリス
《内容》
自動体外式除細動器（AED）を使った心肺
蘇生法の体験、救急車の適正利用の必要性、
救急車の展示など
申不要。

あつぎ
救急フェア大切な命を大切な命を

守るために守るために

厚木で働きませんか厚木で働きませんか

　市内の介護事業所・障がい児者支援施設の
就職相談や、採用のための相談会です。　
� 問介護福祉課☎225-2240
《日時》9月28日　10時30分～16時
《場所》保健福祉センター
《対象》�介護や障がい児者支援などの福祉の

仕事に興味がある方
《費用》無料
申不要。

・市内の福祉施設など22法人が参加
・参加施設による個別説明・相談
・施設の特徴や仕事内容を紹介

市内の救急出動数と搬送人数

判断に迷ったら救急車を呼ぶ？
病院に行く？
　医師、保健師などの専門家が24時間体制で相
談に応じます。

あつぎ健康相談ダイヤル24
詳細はこちら

1秒の遅れが命を左右するため指令室では迅速に対応する

8500
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0120-31-4156

詳細はこちら

　詳細は介護・障がい児者
福祉指定事業所説明会実行
委員会事務局☎243-3838
へ。

　命を守る大切さや救命活動が学べる
よう、子どもから大人まで気軽に参加
できるイベントや救命講習会を定期的
に開催しています。心肺蘇生法や
AEDの使い方などの知識や技術を身
に付けることは、大切な人や周りの人
の命を救うことにつながります。人命
救助が必要な場面はいつどこで起こる
か分かりません。いざという時に備え
スキルを身に付けましょう。

命を守る大切さを
身近に
救急救命課　相田 美里（33） 応急手当

普通救急救命
講習会

《日時》9月30日　9～12時
《場所》消防本部
《内容》�応急手当ての重要性、心肺蘇生の手順、

AEDの取り扱いなど
《対象》市内在住在勤在学の中学生以上30人
申9月2～10日に救急救命課へ。抽選。

万が一に備えて万が一に備えて 無 料



《コンセプト》「いい日々、いい時間。」
　　　　　　  いきいきと生きる日々、すてきな時間を過ごす

ことができるサードプレイスを目指して
《募集内容》愛称と、200字程度の説明文
《応募資格》 市内在住在勤在学の方、主に市内で活動する

団体
申中央図書館や公民館などにある申込書を
直接または郵送で９月13日～10月15日（消印
有効）に〒243-8511中央図書館へ。市HPか
らも申し込み可。１人１点まで。自作で未発
表のものに限る。

電気・機械室

庁舎側 国行政機関

県行政機関

県行政機関

市議会 広場側天体
観測ドーム

展示エリア、
　　　　実験室、工房

図書館
（閉架書庫）

市役所

市役所

市役所、消防本部

市役所

市役所（窓口）

市役所（窓口）1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

9F

図書館
（一般書、閲覧席）

案内・相談、展示・交流、
広場スペース、カフェ

図書館
（一般書、静かな部屋）

図書館（ホール、児童書、
　　　キッズスペース）

つながり

プラネタリウム
兼多目的ホール

青少年
の
居場所つながり

つながり

厚木ガーデン
シティビル
（イオン厚木店）

厚木ガーデン
シティビル
（イオン厚木店）

中町立体
駐車場
中町立体
駐車場

新立体
駐車場
新立体
駐車場

保健福祉
センター
保健福祉
センター

駐輪・
受水槽棟
駐輪・
受水槽棟

NN

複合施設複合施設

厚木
バスセンター
厚木
バスセンター

厚木
シティプラザ
厚木
シティプラザ

新たなまちの
交流の場に

　厚木バスセンター東側の中町第２‒２地区で、市庁舎や図書館、（仮称）
未来館、国・県の機関などからなる複合施設の本体建設工事が９月から
始まります。皆さんの交流の場となる施設の概要を紹介します。 
 問市街地整備課☎225-2470

詳細は市HPで公開

整備のポイント

周辺地図

庁舎側の窓口は
１階に集約してより便利に

▎各階の内容
ゆっくり過ごせる、
出合いと発見が広がる図書館

（仮称）未来館は好奇心を刺激する場所

災害時の拠点に10代のための居場所

現市役所本庁舎跡地活用の検討

複合施設の
愛称を募集

１階は広場スペースやカフェなど

・ 市民の皆さんが気軽に立ち寄り、充実した時間
を過ごせる施設に

・ 市役所や消防本部、図書館などの機能を複合化。
利便性を向上しコストを削減

・ 複合施設の他、250台程度の新しい立体駐車場
や120台程度の駐輪・受水槽棟などを整備

　敷地北側の四角い
部分が市庁舎や国・
県の機関、南側の丸
い部分が図書館や（仮
称）未来館のスペー
スになり、１・２・４階
でつながっています。

　ライフイベントなどに関わる窓口を
１階に集約し、使いやすく分かりやす
い窓口に。市役所や国・県などの機能
も複合化し、より便利になります。

《国・県の入居予定機関》
厚木労働基準監督署、厚木公共職業

安定所、県央地域県政総合センター、
厚木保健福祉事務所なども６・７・９
階に配置

　静かな部屋や開放感のあるス
ペースなど、好みや気分に合わせ
て選べる閲覧席を配置し、会話し
ながら本を読んだり、集中して読
書を楽しんだりできます。声が聞
きやすいホールやキッズスペー
ス、自動貸し出し機も設置しま
す。目的の本を探すだけでなく偶
然の出合いや発見を楽しめるよ
う、ゆっくりと過ごせる場所を設
け、人と本、人と人がつながり、
新たな交流が生まれる場所を目
指します。 　専門的な機器をそろえ、DIYから一歩踏み出した工作やデジタル技術を生かし

た工作ができる工房や、興味のあることを試せる実験室、「見る・遊ぶ・作る」
を体験できる展示エリアなど、盛りだくさんの（仮称）未来館。ミニホールとして
も使えるプラネタリウムは88席設け、ゆったり座れる造りになっています。他に

も天体観測ドームやミニ植物園
などがあり、皆さんの興味や関心
を行動につなげていく施設です。

　建物は十分な耐震性を確保し、
災害時の拠点として機能できる免
震構造を採用。洪水浸水対策のた
め、前面道路から１㍍かさ上げし、
止水壁や止水板を設置します。災
害対策本部や電気室は、想定され
る浸水深より高い場所に設置。１階
の広場スペースは災害対応など、
柔軟な使い方を想定しています。

　中高生を中心とした10代の子どもたちが読書や自習、
活動や交流の場として使えるフリーラウンジを設置しま
す。書架に近い場所に設け、近くの棚には青少年向けの図
書を充実させます。自律的に同世代と認め合い、助け
合いながら、成長していけるような空間にします。

　新庁舎建設に伴い、現本庁舎敷地の跡地活用の方向性を
検討しています。各地区での意見交換会や大学生とのワー

クショップ、民間事業者から
広く意見を求めるサウン
ディング調査など、皆さんの
意見を聞きながら検討を進
めています。
問行政経営課
☎225-2099

　広場側の１階にはイベン
トなどを開催できるスペー
スを設けます。
　利用者の交流や憩いの場
とするカフェも設置し、誰
もが訪れやすく、交流の起
点となるような空間を目指
します。

　地域のイベントをお手伝いするジュニアリーダー12
人で、みんなが欲しいと思う「10代の居場所」を考える
ワークショップに参加しました。
　中高生が気軽に立ち寄れて話しても良いスペースがあ
ると、友達と勉強を教え合えるので、利用者は増えると
思います。完成したらぜひ行ってみたいです。ジュニア
リーダーの連絡会や研修は普段厚木シティプラザで活動
しているので、なかなか人の目に触れにくいです。同世
代の子たちが集まれる場所ができれば、いろんな活動が
見えやすくなって、もっと交流が生まれると思います。

＼ check ／

書を充実させます。自律的に同世代と認め合い、助け
合いながら、成長していけるような空間にします。

同世代の交流が生まれると良い
ジュニアリーダー
廣瀬　ゆう さん（16・愛名）

プラネタリウム兼多目的ホール

2階の図書閲覧スペース

掲載したパースはイメージです。今後変更する場合があります

4階の図書館開架スペース

実験室

広場側の1階から2階への吹き抜け階段

　市民の皆さんが誇りと愛着を持てる施設となるよう、愛称を
募集します。 問中央図書館☎223-0033

詳細はこちら

1971年に建設した
市役所本庁舎

　良い複合施設の事例を見ると、図書館や生涯学習、
広場のスペースに予約なしに立ち寄れて、「目的はな
いけど行けば何か楽しいことがある」というイメー
ジがあることが共通しています。訪れる方が何かし
らの刺激を受ければ、そこで交流や新しい活動が生
まれます。この施設では１階の広場スペースがその
中心を担っています。
　複合化のメリットはコスト削減だけでなく、相乗
効果を生み出すところにもあります。図書館に用が
あって面白そうだからと展示を見たり、市役所に用
があって本も見たりと、階をまたいだ立体回遊が生
まれると、施設は活性化していきます。
　新しい複合施設周辺は本厚木駅やバスセンターが
ある交通の要衝で動線の交わりがあり、とても良い
立地です。将来にわたって老若男女誰でも訪れやす
く、多様な人と関われる場所になることを期待して
います。

相乗効果を生み出す施設に
市複合施設実施設計・施工業務に係
る技術提案書特定委員会委員長
東海大学
山﨑　俊裕　名誉教授（66）

詳細はこちら

施設外観の
イメージ映像が
見られます

　複合施設の外観の3Dイメージ映像を市HP
で公開しています。また、より詳しい複合施
設の概要などが見られる実施設計説明会の資
料も併せて確認できます。

　現在の子ども科学館では、実験や工作の教室に興味のある人が参加する形
ですが、新しい施設は、興味がある人もない人も気楽にやってきて、「自分っ
てこんなことに興味があったんだ！」と新しい好奇心に気付いたり、忘れて
いた好きなことを発見できたりする場所になります。展示を見て「面白いな」
と思ったことを図書館で調べて実験室で試してみる、工房で作ってみるなど、
小さな興味を広げていく使い方ができます。工房には３Dプリンターなどを用
意し、普段身近にない機材を気軽に試せるようになります。
　科学に限らず、「どうなるんだろう」「なぜだろう」というワクワクやドキ
ドキは毎日を豊かにします。ここに来ると何か楽しいことが見つかる、皆さ
んにそう思ってもらえる施設を目指しています。

興味のきっかけを見つけられる施設に
市子ども科学館　菅原　賢（59）

興味のきっかけを見つけられる施設に

市庁舎を含む複合施設の本体建設工事着工

工房スペース

9/1～愛TV
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市
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
」
が

8
月
3
・
4
日
に
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
29
万
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
恒
例
の
パ
レ
ー

ド
で
幕
開
け
。
厚
木
中
央

公
園
で
は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

が
華
麗
に
舞
い
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
各
会

場
に
は
市
の
名
物
「
ア
ユ
の
塩
焼
き
」
な
ど
多
く
の
屋
台
が

並
び
、
来
場
者
は
グ
ル
メ
も
楽
し
み
ま
し
た
。
大
花
火
大
会

で
は
、
市
内
出
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
梅
澤
廉
さ
ん
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
で
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
、
約
１
万
発
の
大
輪
が

夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。２
日
目
の
ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
で
は
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
で
ア
ユ
を
追
い
か
け
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
家
族
で
訪
れ
た
鶴
見
静
さ
ん
（
31
・
み
は
る
野
）

は
「
毎
年
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
ま
ち
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
の
が

い
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
若
宮
公
園
に
あ
る
風
月
亭
付
近
で
、
中
国
・
揚

州
市
と
の
友
好
都
市
締
結
40
周
年
を
記
念
し
た
植

樹
を
実
施
し
ま
し
た
。
揚
州
市
か
ら
の
記
念
訪
問

団
と
山
口
市
長
な
ど
が
、揚
州
市
の
木
「
ヤ
ナ
ギ
」

を
植
え
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
は
、
10
月
23
日
の
友
好
都
市
締
結
40
周
年
に
先

駆
け
て
実
施
。
場
所
は
、
１
９
８
５
年
に
友
好
都
市
締
結
を

記
念
し
て
揚
州
市
か
ら
贈
ら
れ
た
風
月
亭
付
近
を
選
び
ま
し

た
。
植
樹
式
に
は
、
揚
州
市
か
ら
の
記
念
訪
問
団
に
加
え
、

普
段
か
ら
風
月
亭
付
近
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
地
域
住
民
な

ど
も
参
加
し
ま
し
た
。
訪
問

団
団
長
の
王お

う

進じ
ん

健け
ん

氏
は
「
風

月
亭
の
前
で
植
樹
を
で
き
る

こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
。

ヤ
ナ
ギ
の
木
が
新
た
な
友
好

の
象
徴
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、
山
口
市
長
を

団
長
と
す
る
訪
問
団
が
揚
州

市
を
訪
ね
、
両
市
の
友
好
を

深
め
ま
す
。

　
市
内
を
舞
台
に
し
た
映
画
製
作

の
報
告
会
が
７
月
、
市
役
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。
厚
木
出
身
の
映
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
神こ

う

品じ
な

信
市
さ

ん
や
雑さ

い

賀が

俊
朗
監
督
、
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
務
め
る
俳
優
の
宅
麻
伸
さ
ん
が
出
席
し
、山
口
市
長
、

中
村
幹
夫
市
制
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
と
共
に
、
映

画
製
作
へ
の
思
い
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
映
画
は
、
神
品
さ
ん
・
雑
賀
監
督
か
ら
製
作
の
報
告
を
受

け
、
市
制
70
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
協
力
を
決
定
。

タ
イ
ト
ル
は
、
脚
本
を
手
が
け
た
雑
賀
監
督
が
、
厚
木
に
ゆ

か
り
の
あ
る
「
い
き
も
の

が
か
り
」
の
曲
か
ら
着
想

を
得
て
考
案
し
ま
し
た
。

　
撮
影
は
、
市
制
70
周
年

を
迎
え
る
来
年
２
月
以
降

の
開
始
を
予
定
し
、
全
て

市
内
で
実
施
。
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
や
エ
キ
ス
ト
ラ
で

の
市
民
の
参
加
も
募
っ
て

い
き
ま
す
。

　
厚
木
バ
ス
セ
ン
タ
ー
東
側

で
整
備
を
進
め
る
市
複
合
施

設
本
体
建
設
工
事
の
起
工
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
工
事

監
理
者
や
国
県
の
関
係
者
、

市
職
員
な
ど
68
人
が
参
加

し
、
工
事
の
安
全
を
祈
念
し

ま
し
た
。

　
起
工
式
は
、
工
事
請
負
事

業
者
の
清
水
・
小
島
・
山
王

建
設
共
同
企
業
体
が
主
催
。
参
加
し
た
山
口
市
長
は
「
多
く

の
方
か
ら
支
援
を
受
け
て
起
工
式
を
迎
え
ら
れ
た
。
新
た
な

厚
木
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
情
や
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
複
合
施
設
を
目
指
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

共
同
企
業
体
の
清
水
建
設
の
井
上
和
幸
代
表
取
締
役
社
長
は

「
複
合
施
設
の
建
設
に
携
わ
れ
て
大
変
あ
り
が
た
い
。
工
事

期
間
中
は
地
域
の
方
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
最
大
限
注
意

し
、
共
同
企
業
体
で
力
を
合
わ
せ

て
完
成
さ
せ
た
い
」
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

約1万発の花火が夜空を彩る

市制70周年記念事業として製作に協力 2027年度中の供用開始を目指して

厚木の夏の風物詩「あつぎ鮎まつり」開催若宮公園の風月亭近くにヤナギの木を植樹

厚木が舞台の映画「キリコのタクト～YELL～」製作決定 市複合施設建設工事の起工式を開催

ピト

山口市長ら代表者がくわ入れを実施

全長約300㍍の大ナイアガラ

中国揚州市との友好都市締結40周年を記念して

王氏（右）と共にヤナギを植樹

　
厚
木
の
夏
と
い
え
ば
「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ

り
」。
皆
さ
ん
、
今
年
も
感
動
・
感
激
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？
猛
暑
が
続
く
中

で
の
開
催
で
し
た
が
、
暑
熱
対
策
を
講
じ

た
結
果
、
大
き
な
事
故
も
な
く
活
気
あ
ふ

れ
る
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
運
営
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
花
火
大
会

を
今
年
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
梅
澤
廉
さ
ん
、
そ
し
て
来
場
さ
れ

た
全
て
の
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
初
日
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
来
年
２
月
１

日
に
迎
え
る
市
制
70
周
年
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
バ

ス
に
は
70
個
の
市
章
と
市
の

花
サ
ツ
キ
が
あ
し
ら
わ
れ
、

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
後
に
は
、
バ
ス
の
周

り
で
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん

が
記
念
撮
影
を
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。節
目
の
年
に
、

厚
木
を
象
徴
す
る
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る

市
章
と
サ
ツ
キ
を
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て

も
ら
い
、
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
会
場
を
巡
る
中
、
汗
だ
く
に
な
っ
て

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、

来
場
者
の
方
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
な
が

ら
、改
め
て
こ
の
祭
り
は
「
厚
木
の
誇
り
」

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
先
人
が
つ
な
い
で

き
た
誇
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
次
代
に
渡

せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

厚木市長山口貴裕

第４回　野生動物の肉「ジビエ」

　伊勢原市の丹沢・大山では、シカやイノシシの肉を、地元
名物のジビエ料理とする試みが続いています。自然を駆け
巡った動物の肉は、ヘル
シーで栄養価も高いのが特
徴。それは、山の命に感謝
を込めて、余すところなく
いただく営みでもありま
す。地産地消が売りの秋の
名物料理を、楽しんでみて
はいかがでしょうか。

ニュースサイトで詳しく紹介しています▶
問商業観光課☎225-2820

映画は2025年度中に完成予定

イノシシ肉を使った牡丹鍋

　厚木・秦野・伊勢原市、愛川町、清川村の５市町村が観光振興
で連携している「県央やまなみ地域」の魅力を、毎月順番に紹介
します。紙面では伝えきれない５市町村の観光にまつわるコラム
を、ニュースサイトでも紹介します。

かりゆしウェアを着てラッピングバスの前で
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ルで9月30日（消印有効）までに〒 
243-8511環境政策課☎225-2749・

223-1668・ 3100@city.atsugi. 
kanagawa.jpへ。

市民ふれあいマーケットの
出店者を募集

　家庭で不用になった物を販売す
る出店者を募集します。
　《日時》11月17日（雨天中止）、
9時30分～13時30分《場所》厚木
中央公園 《販売内容》日用雑貨や
衣料品など（手作り品、食品、動植
物は不可）《対象》市内在住の方
100組（高校生以下は不可）《出店
料》500円。申往復ハガキに〒住所、
参加者全員の氏名、電話番号、E
メールアドレス、販売品目、自動車
の有無（1店舗1台まで）・車種・ナン
バーを書き、9月30日（消印有効）
までに〒243-8511環境事業課☎
225-2793へ。1組1応募まで。抽選。

市街化・市街化調整区域の区分など
の線引き変更素案の閲覧・公聴会

　県・市が決定する都市計画案の
閲覧と公聴会を実施します。
　《閲覧期間》9月6～19日（■県の
計画案は27日まで）《閲覧場所》
都市計画課他《公聴会》11月1日、
19～21時。市役所第二庁舎（公述申
し出があった場合に開催。手話通

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

「「ヒマワリ畑ヒマワリ畑」」
#8月15日撮影
#フラワーパーク下依知
#ヒマワリ
#niceatsugi
市公式インスタ
グラムで公開中

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報シティプロモーション課☎225-2043

検 索

8月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆アプリで身近な生き物の名前を知れるのは面白い／
40代女性 ◆チョウの一瞬の動きを切り取った写真に
感動した／70代以上女性 ◆働く意欲を持った障がい
のある方を後押しする環境づくりは大切／40代男性 
◆市制70周年を市民みんなでお祝いしたい／50代男性 
◆市内に外国籍の方が増えてきたので交流を深めたい
／60代男性 ◆今年も生演奏とグルメが楽しめるあつ
ぎジャズナイトの開催が楽しみ／40代女性

　撮影のために複合施設の建設工事
の現場に毎日足を運ぶと、昨日より

地面の穴が深くなっていたり、作業している大型の重機が
変わっていたりと、少しずつ着実に工事が進んでいること
を実感します。こうやって見慣れた風景が変わり、新しい
まちの景色としてなじんでいくんだろうなと感じます。複
合施設が完成したら、まちの景色の一つとして長く愛され
てほしいです／前場

あつぎ古民家岸邸の十五夜
と十三夜

　十五夜＝9月14～20日、10～17時。 
十三夜＝10月12～18日、10～15時。
古民家岸邸。ススキや団子などを
供え、年中行事を楽しむ。無料。
申不要。問あつぎ郷土博物館☎
225-2515。

あつぎ郷土博物館の実習生
が展示を解説

　9月7日、14時～14時30分。あつ
ぎ郷土博物館。博物館実習生が土
器や民具などの基本展示を解説。 
無料。申不要。問あつぎ郷土博物
館☎225-2515。

里地里山保全等促進委員会
の委員を募集

　里地里山保全等促進条例の運用
に関する助言や運用状況を点検す
る委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の
18歳以上②平日昼間の会議（年2
回程度）に出席できる③他の審議
会などの委員でない④市の議員・
職員でない―の全てを満たす方2
人《任期》11月～（2年間）《報酬》
日額7800円（交通費含む）。申環
境政策課や市HPにある申込書を
直接または郵送、ファクス、Eメー

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（インターネットで申し込み可）
　　　　　　　　＝市広報番組あつぎ愛テレビ
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

9/1〜愛TV

訳・要約筆記あり）《対象》市内在
住または素案に関わる方10人程度
《公述申し出》都市計画課や市HP
にある申出書を、直接または郵送
で9月6～19日■27日（必着）に〒 
243-8511都市計画課☎225-2400へ。

相模川流域下水道の都市計画変更
の案の縦覧と意見書の受け付け

　《縦覧期間》9月3～17日《縦覧
場所》都市計画課他《意見書提出》
都市計画課や市HPにある意見書
を直接または郵送、ファクス、E
メールで9月17日（必着）までに〒 
243-8511都市計画課☎225-2401・

222-8792・ 4600@city.atsugi. 
kanagawa.jpへ。

年末年始のテニスコート利用
　市内3カ所のテニスコートが利
用できます。
　《期間》12月29日～2025年１月3日、 
9～17時《場所》厚木・荻野運動公
園・若宮公園テニスコート。申9月１
日から公共施設予約システムへ。
抽選。問行政経営課☎225-2160。

9月10日は「屋外広告の日」・9月1
～10日は「屋外広告物適正化旬間」

　旬間中に屋外広告物の安全管理
の普及啓発のため、パトロールを
実施します。屋外広告物の適正な
設置・管理と良好な景観形成に協
力してください。問都市計画課☎

225-2401。

青少年発明コンクール作品展示
　9月14～29日。本厚木駅東口地
下道。市内の小・中学生が夏休み
に作った発明品を展示。問産業振
興課☎225-2830。

市議会副議長が決定
　8月6日の市議会第5回会議で、
副議長に髙橋知己氏（新政あつぎ）
が選出されました。髙橋氏は、都
市経済常任委員会委員長や総務企
画常任委員会副委
員長などを歴任。
3期目。57歳。毛利
台在住。問議会総
務課☎225-2700。

■いのちのサポート相談
　電話や対面で臨床心理士に相談できます。
《日時》　　9月2日　13～16時
　　　　　19日　　9～12時　
　　　　10月7日　13～16時
《場所》保健福祉センター

《対象》市内在住の方

申希望日の前日までに健康医療課
☎225-2201へ。

　保育学科の大学生と一緒に授業が
受けられます。
� 問生涯学習課☎225-2512

日時　11月2日　10～12時
対象　�子どもや保育の仕事に興味の

ある市内在住の中学生20人
内容　�工作や赤ちゃんの抱っこの仕

方などの保育の授業を体験

保育入門講座保育入門講座
あつぎ協働大学特別講座

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
《パブリックコメント》
開発許可等基準条例の改正 　
　《閲覧期間》9月1日～10月1日《閲
覧場所》開発指導課、市政情報コー
ナー、公民館、本厚木・愛甲石田
駅連絡所、中央図書館、あつぎ市
民交流プラザ、保健福祉センター、
市HP《応募方法》閲覧場所にあ
る用紙で確認。問開発指導課☎
225-2441。

厚木市　市民参加 検索

　あゆコロちゃん体操指導員が丁寧にレク
チャーします。

� 問健康医療課☎225-2201

　心の疲れや悩みは一人で抱え込まず、ま
ずは相談してください。

申10月7日 ま で に
市HPへ。抽選。

詳細はこちら

2日間で楽しく習得

あゆコロちゃん体操講座
こころ、元気ですか？
9月10～16日は自殺予防週間

中学生
募集

無 料

《日時》10月11・24日 14～16時（全2回）
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《対象》市内在住の方20人
※体操は座ったままでも受講可

申 9月24日までに健康医
療課へ。抽選。

場所　湘北短期大学
費用　無料
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　名の由来は、チョウのようにヒラヒラと飛
ぶ姿からチョウトンボと言う。体長40㍉ほど
の小さなトンボで、遠くまで移動する個体も
あり、思わぬ場所で見られることもある／棚
沢や依知で見つけた。 写真・文／ 吉田文雄

　暑い日差しの中、赤いショウジョ
ウトンボ、青いシオカラトンボたち
が楽しげに飛翔していた。
　その時、ヒラヒラと優雅に飛んで
きたトンボがハスのつぼみの先端
に止まった。飛び方に特徴のある絶
滅危惧種のチョウトンボであった。
日が当たると、青紫色の羽はキラキ

ラと美しく虹色に輝き、何とも言え
ない神秘的な彩りであった。
　夏から秋にかけてトンボたちは
いろいろな場所でにぎやかに活動
し、私たちを楽しませてくれる。ト
ンボは稲に付く害虫を食べてくれ
る益虫である。川や池、沼など、ト
ンボたちの楽園を守ってあげたい。

⚫チョウトンボ⚫
トンボ科

（８月１日現在）
厚木市の人口 人　口世帯数 22万3790人（前月比35人減)男11万5287人･女10万8503人10万6083世帯（前月比92世帯増）

あつぎSDGsSDGs
フェスティバル

《対象》 市内在住の18歳以下が描いた未発表作品
《応募点数》1人3点まで

申イラストを撮影した画像を26年1月31日まで
に市公式LINEの入力フォームで提出。市HPか
らも申し込み可。

《内容》 カウントダウンボードを持って写真を撮影。写真は70周年特設サイト
やデジタルサイネージに掲載

《対象》市内在住在勤在学の個人または団体40組程度
申ハガキ、ファクス、Eメールに団体名、代表者氏名、〒住所、電話番号、
応募動機を書き、9月30日（必着）までに〒243-8511企画政策課☎225-2450・
225-3732・ 1100@city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。

　市制70周年を盛り上げるためイラスト
や参加者を募集します。みんなでお祝い
しませんか。

「未来の厚木」を描いてみよう

市制70周年に向けて

市制70周年カウントダウン 　11月23日から始まるカウントダウンを一緒に盛り上
げる方を募集します。 問企画政策課☎225-2450

　体験ブースや展示など、子どもから
大人まで楽しみながらSDGsを学べる
イベントです。

問企画政策課☎225-2450

　今から70年後、2095年の厚木を描いたイラストを募集
します。作品は70周年特設サイトなどに掲載します。

問広報シティプロモーション課☎225-2040

市制７０周年記念事業ロゴデザイン

参加者
募集

時間 ❶ 小・中学生の部＝10時～11時30分
　　　❷一般の部（高校生以上）＝13時～15時30分
定員　各回24人
内容　 市の取り組みや特産品が描かれたボード

ゲームでSDGsを学ぶ。❷は司会進行が
できる資格を認定。

申 9月11日までに市HPから申し込み。抽選。

《日時》9月23日  10～16時
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《内容》 クイズラリー、間伐材を

使った工作、ブラインド
サッカー体験など

《費用》無料
申不要。

厚木市版厚木市版 GetGet TheThe PointPoint 体験会体験会
　SDGsを遊びながら学べるボード
ゲームを体験できます。

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

カウントダウン写真のイメージ

詳細はこちら
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